
  １　重要な会計方針

   （１）有価証券の評価基準及び評価方法について

　     ア　満期保有目的の債券・・・・償却原価法（定額法）によっている。

　　　　     

　     イ　満期保有目的の債券以外の有価証券

　   　　（ァ）　時価のあるもの・・・・期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移

　     　　　　　　　　　　　　　　　　動平均法により算定）によっている。

　   　　（ィ）　時価のないもの・・・・移動平均法による原価法によっている。

   （２）固定資産の減価償却の方法

　什器備品………定額法によっている。

   （３）引当金の計上基準

   　　ア　貸倒引当金について

     　　　貸倒懸念債権はなく、未収金などの「一般債権」のみのため、計上するものはない。

   （４）消費税等の会計処理

     　　　消費税等の会計処理は、税込み方式によっている。

  ２　会計方針の変更

　　　  有りません。

  ３　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

基本財産

　　定期預金

　　普通預金

　　有価証券

合　　計 1,932,848,849 464,705,097 447,541,450 1,950,012,496

特定資産計 18,289,888 3,647 0 18,293,535

　金利変動等調整財源
　積立預金

18,289,888 3,647 0 18,293,535

49,625,636 200,000,000 247,541,450 2,084,186

特定資産

1,864,525,825 264,701,450 200,000,000 1,929,227,275

基本財産計 1,914,558,961 464,701,450 447,541,450 1,931,718,961

407,500 0 0 407,500

財務諸表に対する注記

但し、重要性の乏しいものは適用していない。

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

-　5　-



  ４　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

 　　　 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

  ５　担保に供している資産

　　　  有りません。

  ６　固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

　　　　固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

事務所間仕切り 15年

移動書庫 15年

移動書庫 15年

ノートパソコン 4年（3年）

固定ディスク 5年（4年）

会計ソフト 3年（2年）

サーバー 5年

パソコン 4年

ノートパソコン 4年

合　　計 6,170,300 5,598,747 494,984 6,093,731 76,569

1,426,950 1,189,120 237,829 1,426,949 1

330,750 234,284 82,690 316,974 13,776

126,000 122,743 1,259 124,002 1,998

756,000 554,400 151,200 705,600 50,400

169,050 162,991 1,690 164,681 4,369

168,000 160,299 1,679 161,978 6,022

686,700 682,690 4,009 686,699 1

406,850 404,474 2,375 406,849 1

当期末
残高

耐用年数
( )は償却年

数
備　品

2,100,000 2,087,746 12,253 2,099,999 1

合　　計 1,950,012,496 (1,927,623,141) (22,389,355) (0)

科　目 取得価額
前期まで
の償却額

当期
償却額

減価償却
累計額

特定資産計 18,293,535 (0) (18,293,535) (0)

　金利変動等調整財源
　積立預金

18,293,535 (0) (18,293,535) (0)

(0)

特定資産

　　普通預金 2,084,186 (2,084,186) (0)

　　有価証券 1,929,227,275 (1,925,131,455) (4,095,820) (0)

基本財産計 1,931,718,961 (1,927,623,141) (4,095,820) (0)

基本財産

　　定期預金 407,500 (407,500) (0) (0)

科　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）
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  ７　保証債務等の偶発債務

　　　  有りません。

  ８　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

  　　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

外債

  ９　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

 　　　 指定正味財産から一般正味財産への振替は、有りません。

  10　関連当事者との取引の内容

　　　　該当するものは、有りません。

  11　重要後発事象

  　  　注記するものは、有りません。

  12　その他

　　  　注記するものは、有りません。

  １　基本財産及び特定資産の明細

   　　財務諸表に対する注記の３に記載しているので省略する。

  ２　引当金の明細

　　　 引当金については有りません。

附　属　明　細　書

国際復興開発銀行債ほか１０件 1,404,384,775 1,220,225,752 △ 184,159,023

 合　　 計 1,629,227,275 1,456,651,100 △ 172,576,175

科　   目 帳簿価額 時　　価 評価損益

地方債

平成１４年度４回北海道債ほか5件 224,842,500 236,425,348 11,582,848
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